
保育・児童教育専攻
DP DP副次項目 DP文

こどもと環境
こどもと表現Ⅰ
こどもと表現Ⅱ こどもと健康 幼児教育課程論
こどもと人間関係 保育内容（環境） 保育の心理学
こどもと言葉 保育内容（人間関係） こども家庭支援の心理学
保育内容（総論） 保育内容（健康） キリスト教保育
保育内容（表現Ⅰ） 保育原理
保育内容（表現Ⅱ） 社会的養護Ⅰ
保育内容（言葉） 保育者論
教育原論 乳児保育Ⅰ
こども家庭福祉
社会福祉
特別支援教育論

幼児教育方法 音楽表現Ⅱ
音楽表現Ⅰ 幼児理解
こどもの保健 こどもの理解と援助

器楽Ⅰ こどもの食と栄養 乳児保育Ⅱ 音楽表現Ⅲ
器楽Ⅱ こどもの健康と安全 子育て支援
チャイルドケア・ゼミ 障害児保育 こども家庭支援論

社会的養護Ⅱ こどもと英語Ⅰ
保育内容の理解と方法Ⅰ こどもと英語Ⅱ
保育内容の理解と方法Ⅱ 保育ソーシャルワーク論

教職論 保育内容の理解と方法Ⅲ 教育相談
保育実習Ⅰ 幼稚園教育実習Ⅱ 幼稚園教育実習Ⅱ
保育実習指導Ⅰ 幼稚園教育実習Ⅰ（事前・事後） 幼稚園教育実習Ⅰ（事前・事後）

職場体験学修 保育実習Ⅰ 保育実習Ⅱ
保育実習指導Ⅰ 保育実習指導Ⅱ
保育実習Ⅲ 子育て支援フィールドワーク
保育実習指導Ⅲ

教育心理学 教職・保育実践演習
地域福祉論 教育経営学

社会保障論Ⅰ
社会保障論Ⅱ

感恩奉仕の精神
大学生活・学修の基本技能

キリスト教領域 キリスト教の精神
教養コア 地域・文化貢献の意欲と技能
一般教養 現代社会で必要な知識と技能
健康・スポーツ 健康・安全に関わる知識と技能

外国語コミュニケーション能力
異文化圏で必要な知識と技能

キャリア教育 職業的自立に必要な知識と技能

＜ツリーの作業ルール＞

・DP副次項目ではなく「DP」に各年次で科目を置き、DPと年次に基づいて科目群は構成される（学生や高校生への分かりやすさを考えて、ツリーでは副次項目を示さずに公表することも想定される）

・科目群は次の年次の科目群に⇒を直結させる

・異なるDPの科目群に関係する場合には⇒を異なるDPの科目群に連結させる（ただし、見やすさを考えて、あまり他のDPに向かう⇒は増やさないほうがよい）

・同じ年次の科目間または科目群間に⇒を連結させない

・各学科専攻での共通教育科目や副専攻科目のツリーにおける位置づけは、上図のとおり共通とする（履修条件や履修方法は別に定められているため、特定科目を表示しない）

副専攻の教育到達目標
グローバル（異文化体験学
修・外国語）

副専攻科目群（履修希望者のみ）

④多様な他者を理解、尊重し、
他者と共生する社会の形成に向
けて、国内外の社会動向に関心
をもち、乳幼児理解の視点を生
かしてアプローチすることがで
きる。（思考力・判断力・表現
力）（主体性・多様性・協働
性）

保育・幼児教育の視点から社会の動
向を考察することができる。

初年次育領域

共通教育の教育到達目標共通教育科目群

①保育・幼児教育の考え方や
理論を理解し、保育・幼児教
育の現場で必要な専門的知識
を身に付け、現場等で活用す
ることができる。（知識・技

能）

保育・幼児教育の考え方や理論を修
得している。

特別研究 卒業研究

①保育・幼児教育の考え方や理
論を理解し、保育・幼児教育の
現場で必要な専門的知識を身に
付け、現場等で活用することが
できる。（知識・技能）

保育・幼児教育の考え方や理論を現
場等で活用できる。

②保育・幼児教育の様々な研
究法や技法について、実践を
通して理解できる。（知識・
技能）

保育・幼児教育の様々な研究法や技
法について修得している。

②保育・幼児教育の様々な研究
法や技法について、実践を通し
て理解できる。（知識・技能）

研究法や技法を実践することができ
る。

③他者との協働的・実践的な
学びを通して、対応力・判断
力を高め、適切に活用し、課
題解決を行うことができる。
（思考力・判断力・表現力）
（主体性・多様性・協働性）

保育・幼児教育の課題を実践的に学
び、対応力・判断力を修得する。

③他者との協働的・実践的な学
びを通して、対応力・判断力を
高め、適切に活用し、課題解決
を行うことができる。（思考
力・判断力・表現力）（主体
性・多様性・協働性）

他者と協働して課題解決することが
できる。

④多様な他者を理解、尊重
し、他者と共生する社会の形
成に向けて、国内外の社会動
向に関心をもち、乳幼児理解
の視点を生かしてアプローチ
することができる。（思考
力・判断力・表現力）（主体
性・多様性・協働性）

多様な他者を理解し、尊重する視点
を身に付ける。

1年次 2年次 3年次 4年次


